
元気なまちかど

であい
こうか

　「ドリームスクールキャラバン・走力アップ教室」が
12月10日、伴谷東小学校で開催されました。
　当日は、４年生の児童が、プロスプリントコーチの荒
川優さんに走ることの楽しさとともに、目標に向かっ
て自分で考え、答え（走力アップの走り方）を導き出す
ことの大切さを教わりました。
　わずか30分間の練習で、全
員が30ｍ走のタイムを縮める
ことができました。中には、1.4
秒も速くなった児童もいました。

首里城の修復ではどんな作業をして 
　 おられるのですか？
　戦争で焼失してしまった首里城は平成４年
に再建されましたが、外壁の漆塗装が経年劣
化し、その塗りなおしをする作業が平成１８年
１０月から始まり、私はそこから携わっていま
す。具体的には、傷んだ塗装を一度全部落と
し、また１から漆を塗り重ねる作業をしていま
す。沖縄は湿度が高く、
建物自体が傷んだ部
分は新しい木材と交
換し、傷みが少ないと
ころは、そのまま表面
を整えて新しい塗料を
塗って仕上げることも
あります。

2019年の首里城の火災発生から現在 
　 に至るまでの気持ちは？
　火災から１カ月くらいは、工芸振興センター
の講師の仕事もしていましたが、なんとも言
えない喪失感がありました。今は修復作業が

始まり、再建の話も進んできたので、２０２６年
の完成（予定）に向け、これまで十数年やって
きた経験を生かし、少しでもきれいにしようと
作業にあたっています。

作品づくりや今後の目標について
　ネックレスやピアスなど漆塗りのアクセサ
リーやお椀などの漆器を作っており、できる
だけ沖縄県産の材料で作ることを意識してい
ます。また、首里城の修復で積んだ技術、経験、
知識を生かし、現代建築に漆を取り入れる事
業を今年から始めました。内装やテーブルな
どインテリアに漆を取り込んだ製品づくりをし
ているところです。このように、首里城の修復
以外の仕事を作り出し、結果としてそれが技

術の継承や自分の
技術の向上などに
つながっていけば
いいなと思ってい
ます。

▲アイマスクを着用しバスの乗降を体験する児童

▲荒川コーチから走り方の指導を受ける児童

▲全国大会に出場される選手の皆さん

▲誓いの言葉を述べる山内さん（左）と正木さん（右）

　土山小学校３年生が１２月８日、アイマスクによる視
覚障がい者の体験をしました。
　アイマスクをした児童と介助する児童の２人１組に
なり、車内に段差のないバスと段差のあるバスの乗
降や、バス停周辺でのバスの待ち方を体験し、視覚障
がい者を介助する際のポイントも学びました。
　児童は、「いろんなところにぶつかって怖かった。こ
れから、障がいのある人を見かけたら手助けをした
い」と話していました。

　甲賀市成人式が１月１０日に開催されました。
　今年は、市内６つの会場での分散開催となり、あい
こうか市民ホールで行われた式典等の様子を各会場
にオンラインで配信する形で行われました。
　全会場合わせて734人の新成人の皆さんが出席
し、代表して山

やまうち

内一
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拓さんが「感謝の
気持ちや成人としての自覚を忘れず、これからの人
生をしっかり歩んでいきます」と誓いの言葉を述べま
した。

　スポーツ少年団やクラブチームの全国大会出場
壮行会が１２月２１日、水口社会福祉センターで行われ
「１つでも多く勝
てるようにがんば
りたい」など、選手
一人ひとりから全
国大会に向けての
意気込みが述べら
れました。
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　桃の節句にちなんだスイーツが
大集合！
　いがぶらでしか味わえない、限定
オリジナルスイーツを完全予約制
で販売します。
　各店舗でテイクアウトやイートイ
ンをお楽しみください。
　詳しくは、いがぶら公式
サイトまで。

　旧東海道「亀山宿」と
「関宿」の街道沿いの公
共施設や民家、店舗など 
で、江戸時代の貴重なひな人形や
つるし飾りが展示されます。
　歴史と伝統を感じるまちなみを

散策しながら、
桃の節句を祝
う色とりどりの
ひな飾りをお楽
しみください。
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■期間	 ２月15日（月）～３月21日（日）
	 ※プログラムにより異なります。
■場所	 伊賀市内の各店舗
■申込方法	 いがぶら公式サイトまたは電話
■問合せ	 いがぶら実行委員会事務局
	 (株)まちづくり伊賀上野
	 　☎0595-51-9088
	 伊賀市観光戦略課
	 　☎0595-22-9670

■期間　2月13日（土）～３月６日（土）
■場所

▼亀山宿…亀山市本町～布気町
（旧舘家、市民協働センター「みらい」ほか）

▼関宿…亀山市関町木崎～関町新所
（関宿足湯交流施設、関まちなみ文化センターほか）
■アクセス　 ▼亀山宿…ＪＲ亀山駅から徒歩約15分

▼関宿…ＪＲ関駅から徒歩約５分
※�詳しくは、亀山市観光協会の
　ホームページまで

■問合せ	 東海道のおひなさま
亀山宿・関宿実行委員会
（亀山市観光協会内 ☎0595-97-8877）
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也さん（甲南町出身）
　石川県の輪島で見た漆器に引かれ、趣味で漆芸を始めた森田さん。�
さらに漆を勉強したいとの思いから27歳のときに沖縄県へ移住されまし
た。以来、沖縄で自身の工房を持ち、漆職人として活動しながら、首里城
修復にも携わっておられます。

▲�森田さんの手がける艶やか
な漆塗りのアクセサリー

▲�首里城の外壁を塗り替え
る森田さん（手前）
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